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●要約 

著者らは、アムリット４が、ＤＭＢＡにより誘発される乳癌や化学療法薬の有毒な影響を抑制し、肝ミクロソーム

およびヒトのＬＤＬの酸化を防止することを述べる。著者らは、ＷＨＨＬウサギの臓器機能を評価するさまざまな

生化学的試験に対するアムリット４の影響を調査した。１１羽の雌性ホモＷＨＨＬウサギ（九週齢）を、対照群（ｎ

＝５）と、６％のアムリット４（ｗ：ｗ）を添加した食餌を与える群（ｎ＝６）の二群に分けた。調査開始時から

６カ月間、２カ月ごとに血液を採取し、６カ月目の最後には尿を２４時間採取して、生化学的および血液学的な分

析を行った。６カ月の期間中、対照群は、以下の試験の測定値において、アムリット４群と比較して有意な（ｐ＜

０．０５）増加を示した。肝機能試験；ガンマグルタミル転移酵素（３３±９対０．５±１ ％）ＬＤＬイソ酵素４

と５、総ＬＤ（３９４±４１対２４９±１４Ｕ／Ｌ）。腎機能試験；クレアチニン（１．０±０．０５対０．８±０．

０３ｍｇ／ｄｌ）、尿カリウム、塩素、尿酸、膵臓酵素、リパーゼ（１０１７±８７対８６７±７４Ｕ／ＬL）、アミ

ラーゼ、尿アミラーゼ。炭水化物の代謝；ブドウ糖（１２５±４対１１２±４ｍｇ／ｄｌ）、尿ブドウ糖。炎症およ

び組織損傷の試験；ジエン接合（２．８３±０．０４対２．３８±０．０６ ＯＤ）、ＷＢＣ数、リンパ球数、クラ

アチンキナーゼ。以下の試験の測定値において、対照群は有意な（ｐ＜０．０５）減少を示した。肝機能試験；ア

ルブミン、フィブリノゲン、プロトロンビン時間、ＲＢＣ機能試験；スーパーオキシドジスムターゼ、血球ヘモグ

ロビン平均濃度。以上の結果は、アムリット４を添加した食餌を与えたウサギにおいて臓器の損傷が防止されたこ

とを示唆している。 

 

高脂質のＷＨＨＬウサギには様々な臓器機能の悪化も認められている。アムリット４を投与して、さまざまな臓器

機能試験を行ったところ、それらの損傷が防止されたことが示された。本研究は、アムリット４には身体のすべて

の臓器を助ける普遍的な予防効果があることを実証している。 


